
　１　財政の動向及び財政方針

　２　歳入歳出予算の執行の概況

　（1）　平成23年度一般会計

平成23年9月30日現在　（単位：千円）

区
分

款
予算現額
A

調定済額
収入済額
B

収入未済額
B／A

　　　　　（％）

 1 分担金及び
　　負担金

770,192 770,192 385,148 385,044 50.0

 2 国庫支出金 7,550 0 0 0 0.0

 3 県支出金 7,549 0 0 0 0.0

 4 財産収入 2,885 818 619 199 21.5

 5 繰越金 73,963 73,963 73,963 0 100.0

入  6 諸収入 102 184 184 0 180.4

歳入合計 862,241 845,157 459,914 385,243 53.3

区
分

款
予算現額
A

支出負担
行 為 額

支出済額
B

支出未済額
B／A

　　　　　（％）

 1 議会費 862 176 173 3 20.1

歳  2 総務費 84,843 15,969 11,727 4,242 13.8

 3 民生費 741,445 1,600 1,600 0 0.2

出  4 予備費 35,091 0 0 0 0.0

歳出合計 862,241 17,745 13,500 4,245 1.6

446,414 千円

　平成23年度一般会計予算は、広域連合の運営経費としての議会費・総務費や、後期高齢者医

療制度を運営する特別会計への繰出金、後期高齢者医療制度臨時特例基金積立金等の民生費

など、総額862,241千円を計上しています。歳入予算の収入状況および歳出予算の執行状況は次

のとおりです。

歳

歳　入　歳　出　差　引　残　額

福島県後期高齢者医療広域連合の財政状況
（平成23年4月1日～平成23年9月30日）

　福島県後期高齢者医療広域連合の財政状況の作成及び公表に関する条例第2条第1項の規定によ

り、平成23年度上半期の財政状況及び平成22年度決算の概況について次のとおり公表します。

　本広域連合は、平成20年4月から施行された後期高齢者医療制度の運営主体として、予算執行

にあたっては、安定した財政運営につとめました。

　平成23年度においても、引き続き財政の安定化をはかり、広域計画に基づき総合的な事務事業

の推進につとめ、計画的な運営を行っております。

　また、広域連合を組織する福島県内すべての市町村や、関係機関と協力しながら、負担の公平

性を確保するとともに、健全かつ適正な財政運営を実施します。

○平成23年度一般会計歳入歳出予算執行状況
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　（2）　平成23年度後期高齢者医療特別会計

平成23年9月30日現在　（単位：千円）

区
分

款
予算現額
A

調定済額
収入済額
B

収入未済額
B／A

　　　　　（％）

 1 市町村
　　支出金

33,704,640 22,952,209 13,953,033 8,999,176 41.4

 2 国庫支出金 80,765,161 72,281,236 59,170,504 13,110,732 73.3

歳  3 県支出金 18,670,312 17,990,598 15,420,512 2,570,086 82.6

 4 支払基金
　　交付金

93,135,822 92,518,995 38,034,606 54,484,389 40.8

 5 特別高額医
　　療費共同事
　　業交付金

40,255 0 0 0 0.0

 6 繰入金 2,258,856 0 0 0 0.0

 7 繰越金 6,802,076 6,802,076 6,802,076 0 100.0

入
 8 県財政安
　　定化基金
　　借入金

1 0 0 0 0.0

 9 諸収入 103,436 147,145 146,980 165 142.1

歳入合計 235,480,559 212,692,259 133,527,711 79,164,548 56.7

区
分

款
予算現額
A

支出負担
行 為 額

支出済額
B

支出未済額
B／A

　　　　　（％）

 1 総務費 719,697 401,592 216,153 185,439 30.0

 2 保険給付費 228,925,381 90,240,198 90,160,438 79,760 39.4

歳  3 県財政安
　　定化基金
　　拠出金

225,865 225,864 225,864 0 100.0

 4 特別高額医
　　療費共同事
　　業拠出金

40,427 0 0 0 0.0

 5 保健事業費 394,113 0 0 0 0.0

 6 公債費 1 0 0 0 0.0

出  7 諸支出金 2,381,403 948,458 948,458 0 39.8

 8 予備費 2,793,672 0 0 0 0.0

歳出合計 235,480,559 91,816,112 91,550,913 265,199 38.9

41,976,798 千円

この特別会計は、後期高齢者医療に関する医療費の支払いや、療養費・高額療養費などの給付、

保健事業の実施など制度の運営を行うために設置された特別会計です。

　平成23年度は、総額235,480,559千円を計上しており、歳入予算の収入状況および歳出予算の

執行状況は、次のとおりです。

○平成23年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算執行状況

歳　入　歳　出　差　引　残　額
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　３　住民負担の概況

　（1）　後期高齢者医療保険料の賦課状況

平成23年9月30日現在　（単位：人・千円）

　４　財産及び一時借入金の現在高

2,301,413 千円

　（2）　一時借入金の現在高　　　　なし

　５　平成22年度決算の概況

　（1）　平成22年度一般会計

　（単位：千円）

区
分

決　　算　　額
構成比

　　　　　　（％）

800,900 31.6

歳 1,643,560 65.0

7,225 0.3

3,248 0.1

74,623 2.9

入 316 0.1

2,529,872 100.0

715 0.1

78,676 3.2

2,376,518 96.7

0 0.0

2,455,909 100.0

73,963 －

　※　

　（2）　平成22年度後期高齢者医療特別会計

歳入歳出差引残額 翌年度へ繰越

 3 民生費
後期高齢者医療特別会計事務費等繰出金
後期高齢者医療制度臨時特例基金積立金
派遣職員人件費等負担金　外

出
 4 予備費

歳出合計

歳
 1 議会費 議員報酬等

 2 総務費
事務局管理運営費
派遣職員人件費等負担金　外

 6 諸収入
歳計現金預金利子
臨時職員社会保険料納付金

歳入合計

 4 財産収入
後期高齢者医療制度臨時特例基金利子
借上公舎入居料

 5 繰越金 前年度繰越金

 2 国庫支出金
高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金
保険料不均一賦課負担金

 3 県支出金 保険料不均一賦課負担金

○平成22年度一般会計歳入歳出決算状況

款 備　　　　考

 1 分担金及び負担金 共通経費負担金

　歳入は、構成する市町村からの共通経費負担金（800,900千円）や国・県からの保険料不均一賦

課負担金（14,451千円）、高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金（1,636,334千円）など総額

2,529,872千円です。

　歳出は、事務局管理運営費（7,407千円）や、派遣職員人件費等負担金（185,756千円）、後期高

齢者医療特別会計事務費等繰出金（602,553千円）、後期高齢者医療制度臨時特例基金積立金

（1,638,364千円）など、総額2,455,909千円です。

　歳入歳出差引残額73,963千円は翌年度へ繰り越しました。

　（1）　財産　　　　後期高齢者医療制度臨時特例基金

12,486,004

※注　対象者数および保険料賦課額は、平成23年9月30日までに決定したもの
　　　　であり、予算額や月末被保険者数等と一致するものではありません。

対象者数 保険料賦課額

288,131
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　（単位：千円）

区
分

決　　算　　額
構成比

　　　　　　（％）

34,220,999 15.2

歳
72,656,650 32.4

17,721,011 7.9

88,020,979 39.3

36,509 0.1

入
2,221,574 1.0

9,089,969 4.0

0 0.0

115,519 0.1

224,083,210 100.0

668,388 0.3

211,513,052 97.3

225,865 0.1

41,113 0.1

出 220,866 0.1

0 0.0

4,611,850 2.1

0 0.0

217,281,134 100.0

6,802,076 －歳入歳出差引残額 翌年度へ繰越

 7 諸支出金
療養給付費負担金等償還金
保険料過年度還付金　外

 8 予備費

歳出合計

 5 保健事業費 健康診査事業

 6 公債費

 3 県財政安定化基金拠出金 県財政安定化基金拠出金

 4 特別高額医療費共同事業
    拠出金

特別高額医療費共同事業拠出金
特別高額医療費共同事業事務費拠出金

歳入合計

歳

 1 総務費

一般・資格・給付管理費
電算処理委託費
医療費適正化事業
後期高齢者医療制度臨時特例基金事業
後期高齢者医療特別対策事業

 2 保険給付費

療養給付費
療養費
高額療養費
移送費
審査支払手数料
葬祭費

 8 県財政安定化基金借入金

 9 諸収入
歳計現金預金利子
第三者納付金

 6 繰入金
事務費等繰入金
保険料不均一賦課繰入金
後期高齢者医療制度臨時特例基金繰入金

 7 繰越金 療養給付費負担金等繰越金　外

 4 支払基金交付金 後期高齢者交付金

 5 特別高額医療費共同事業
    交付金

特別高額医療費共同事業交付金

 2 国庫支出金

療養給付費負担金
高額医療費負担金
普通・特別調整交付金
高齢者医療制度円滑運営事業補助金　外

 3 県支出金
療養給付費負担金
高額医療費負担金

款 備　　　　考

 1 市町村支出金

後期高齢者医療保険料
保険基盤安定負担金
療養給付費負担金
健康診査事業負担金　外

　歳入は、市町村からの負担金（保険料等負担金16,690,986千円・療養給付費負担金17,438,942

千円外）や、国・県からの負担金（療養給付費負担金51,334,468千円外）・補助金等（普通調整交

付金20,501,259千円外）、後期高齢者交付金（88,020,979千円）など、総額224,083,210千円です。

　歳出は、電算処理委託費・事務費・医療費適正化事業・特別対策事業等の総務費（668,389千

円）や、保険給付費（療養給付費196,368,412千円・療養費1,679,962千円・高額療養費7,116,076

千円・審査支払手数料579,498千円外）、県財政安定化基金拠出金（225,865千円）、保健事業費

（健康診査事業220,866千円）など、総額217,281,134千円です。

　歳入歳出差引残額6,802,076千円は翌年度へ繰り越しました。

○平成22年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算状況
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